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長
野
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企
業
登
録
制
度
は
、
県
内
企
業

等
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
企
業
活
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
「
気
付

き
」
を
得
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
進
め

る
「
登
録
」
制
度
で
す
。

県
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
等
に
つ
な
が
る
具
体
的
な

取
組
を
提
示
し
、
提
示
内
容
を
踏
ま
え
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
企
業
等
を
登
録
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

登
録
マ
ー
ク
の
提
供
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
公
表
を

通
し
て
応
援

す
る
と
し
て

い
ま
す
。

当
組
合
で

は
、
本
年
４

月
か
ら
の
第

５
期
登
録
に

申
請
し
登
録

と
な
り
ま
し

た
。
８
月
６

日
（
木
）
に

長
野
市
の
ホ

テ
ル
国
際
21

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
「
長

野
県
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進

企
業
第
４

期
・
５
期

合
同
登
録

証
交
付

式
」
に
組

合
長
が
出

席
し
ま
し

た
。
今
回

は
コ
ロ
ナ

禍
で
開
催

が
延
期
さ

れ
て
い
ま

し
た
第
４

期
登
録
企

業
と
合
同
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

第
４
期
登
録
が
１
４
５
者
、
第
５
期
登
録
が
１
０
１
者

あ
り
、
そ
の
内
の
１
３
９
者
が
出
席
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

阿
部
知
事
が
挨
拶
の
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
は
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
経
済
活
動
が
停
滞

す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
何
で
も
中
止

す
べ
き
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
三
密
対
策
を
し
て
経
済
活

動
を
行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
交
付
式
も
三
密
対
策
が
し
っ
か
り

行
わ
れ
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
知
事
は
出
席

者
全
員
と
の
記
念
撮
影
も
各
個
を
ア
ク
リ
ル
ボ
ー
ド
で
保

護
し
て
マ
ス
ク
な
し
で
行
わ
れ
ま
し
た
。(

表
紙
の
写
真)

会
場
の
三
密
対
策
と
し
て
は
、
出
席
に
際
し
て
の
マ
ス

ク
又
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用
、
受
付
で
の
検
温
、

会
場
ホ
ー
ル
内
へ
は
各
社
で
代
表
者
１
名
の
み
の
入
室
と

さ
れ
、
随
行
者
に
は
、
撮
影
で
の
入
室
も
許
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
交
付
式
で
は
知
事
を
全
出
席
者
が

囲
ん
で
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
16

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
少
人
数
で
感
染
防
止
策
を
施
し
て
の

撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
後
に
各
者
ご
と
の
記
念
撮
影
が
許
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
際
に
も
入
室
す
る
随
行
者
の
受
付
と
検
温
が
行

わ
れ
、
撮
影
も
順
番
に
よ
り
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
取
っ
て
の
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

◇ 

長
野
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
　

推
進
企
業
に
登
録

◇･

第
５
期(

令
和
２
年
４
～
６
月)

申
請
で
登
録
に
な
り
ま
し
た
。
◇

他の出席者とともに記念撮影が行われました。(右から４人目が組合長 )

コロナ禍の中でソーシャルディスタンス（社会的距離）を取って行われました。
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SDGs（持続可能な開発目標）とは
（SDGs：Sustainable Development Goals）

開発アジェンダの節目の年、2015 年の 9 月 25 日－
27 日、ニューヨーク国連本部において、「国連持続可
能な開発サミット」が開催され、150 を超える加盟国首
脳の参加のもと、その成果文書として、「我々の世界を
変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」
が採択されました。

アジェンダは、人間、地球及び繁栄のための行動計画
として、宣言および目標をかかげました。この目標が、
ミレニアム開発目標（MDGs）の後継であり、17 の目
標と 169 のターゲットからなる「持続可能な開発目標

（SDGs）」です。
令和３年度から始まる、次期森林組合系統運動の基

本方向として『森林組合の活動は目標 15 「 陸の豊かさ
を守ろう 」 をはじめ 、 SDGs を構成する多くの目標達
成に貢献しており 、 森林組合系統としても自らの活動に
SDGs を明確に位置付けるとともに 、その達成への貢
献を積極的に発信する必要がある 。』とされており、北
信州森林組合では地域の森林・林業の担い手として、宣
言書に掲げた取組を進めてまいります。

SDGs 達成に向けた具体的な取組（要件 2）について
も、ホームページで公開しています。

SDGs達成に向けた宣言書（要件１）
北信州森林組合は、SDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。

　　　　　　　　SDGs達成に向けた経営方針等

３側面（主な分野に○）
SDGs達成に向けた
重点的な取組

2030年に向けた指標
重点的な取組及び
指標の進捗状況

登録年月日：Ｒ2.7.31

環境
社会
経済

間伐材生産のほか主伐再造
林を進め、地域の森林の多
面的機能の維持を図ります。

主伐再造林
2019年　４ha

⇒

2030 年　20ha

環境
社会
経済

森林の境界明確化を進め
ます。

境界明確化（実施済数）
2019年　6000ha

⇒

2030 年　9000ha

環境
社会
経済

地域への貢献 里山リーダー研修等への協力
地域内の里山整備利用地域
での活動への支援等

当組合では次の方針を掲げSDGｓの達成に貢献していきます。

（１）効率的かつ安定的な林業経営による、組合員の経済的利益の向上

（２）林業・関連産業の活性化による、地域社会の活力創造

（３）森林の持つ多面的機能の高度発揮による、国民生活への貢献



4

SDGs の構造
17 の目標は、①貧困や飢餓、教育など未だに解決を見ない社会面の開発アジェンダ、②エネルギーや資源の有
効活用、働き方の改善、不平等の解消などすべての国が持続可能な形で経済成長を目指す経済アジェンダ、そ
して③地球環境や気候変動など地球規模で取り組むべき環境アジェンダといった世界が直面する課題を網羅的に
示しています。SDGs は、これら社会、経済、環境の 3 側面から捉えることのできる 17 の目標を、統合的に
解決しながら持続可能なよりよい未来を築くことを目標としています。

人間の安全保障との関連性
我が国は脆弱な立場にある一人一人に焦点を当てる「人間の安全保障」の考え方を国際社会で長年主導してき
ました。「誰一人取り残さない」という SDGs の理念は、こうした考え方とも一致するものです。

SDGs 達成に向けて
2019 年 9 月に開催された「SDG サミット」で、グテーレス国連事務総長は、「取組は進展したが、達成状況
には偏りや遅れがあり、あるべき姿からはほど遠く、今、取組を拡大・加速しなければならない。2030 年まで
を SDGs 達成に向けた『行動の 10 年』とする必要がある」と SDGs の進捗に危機感を表明しました。
2020 年、新型コロナウイルス感染症が瞬く間に地球規模で拡大したことからも明らかなように、グローバル化
が進んだ現代においては、国境を越えて影響を及ぼす課題に、より一層、国際社会が団結して取り組む必要があ
ります。
SDGs 達成に向けた道のりは決して明るいものではありません。だからこそ、「行動の 10 年」に突入した今、
私たち一人ひとりにできることをしっかりと考え、一歩踏み出す姿勢が求められています。

SDGs の特徴
前身の MDGs（Millennium Development Goals：ミレニアム開発目標）は主として開発途上国向けの目標でし
たが、SDGs は、先進国も含め、全ての国が取り組むべき普遍的（ユニバーサル）な目標となっています。（図 1）
しかしながら、これらの目標は、各国政府による取組だけでは達成が困難です。
企業や地方自治体、アカデミアや市民社会、そして一人ひとりに至るまで、すべてのひとの行動が求められてい
る点が SDGs の大きな特徴です。まさに SDGs 達成のカギは、一人ひとりの行動に委ねられているのです。

　SDGs（持続可能な開発目標）について

持続可能な開発目標（SDGs）と日本の取組（外務省）から

（図１）
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目標１：【貧困】　あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打
つ

目標２：【飢餓】　飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の
改善を達成するとともに、持続可能な農業を推進する

目標３：【保健】　あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保
し、福祉を推進する

目標４：【教育】　すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提
供し、 生涯学習の機会を促進する

目標５：【ジェンダー】　ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女
児のエンパワーメントを図る

目標６：【水・衛生】　すべての人々に水と衛生へのアクセスと持続可能
な管理を確保する

目標７：【エネルギー】　すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能か
つ近代的なエネルギーへのアクセスを確保する

目標８：【経済成長と雇用】　すべての人々のための持続的、包摂的か
つ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用およびディーセン
ト・ワークを推進する

目標９：【インフラ、産業化、イノベーション】　レジリエントなインフラ
を整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、イ
ノベーションの拡大を図る

目標 10：【不平等】　国内および国家間の不平等を是正する
目標 11：【持続可能な都市】　都市と人間の居住地を包摂的、安全、レ

ジリエントかつ持続可能にする
目標 12：【持続可能な消費と生産】　持続可能な消費と生産のパターン

を確保する
目標 13：【気候変動】　気候変動とその影響に立

ち向かうため、緊急対策を取る
目標 14：【海洋資源】　海洋と海洋資源を持続可

能な開発に向けて保全し、持続可能な
形で利用する

目標 15：【陸上資源】　陸上生態系の保護、回復
および持続可能な利用の推進、森林の
持続可能な管理、砂漠化への対処、土
地劣化の阻止および逆転、ならびに生
物多様性損失の阻止を図る

目標 16：【平和】　持続可能な開発に向けて平和
で包摂的な社会を推進し、すべての人々
に司法へのアクセスを提供するととも
に、あらゆるレベルにおいて効果的で
責任ある包摂的な制度を構築する

目標 17：【実施手段】　持続可能な開発に向けて
実施手段を強化し、グローバル・パー
トナーシップを活性化する

SDGs　持続可能な開発目標
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中
野
市
豊
田
地
区
に
あ
り
ま
す
豊
井
小
学
校
と
永
田
小
学
校
が
、
来
年
４
月
に
統
合
さ
れ

て
豊
田
小
学
校
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
豊
田
中
学
校
に
併
設
さ
れ
る
形
で
、
新
し
い
小
学
校

校
舎
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
組
合
で
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
豊
田
小
学
校
と
豊
田
中
学
校
の
昇
降
口
に
設
置
す
る
木

製
下
駄
箱
の
注
文
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
、
豊
田
地
区
の
南
永
江
の
山
林
で
間
伐

を
続
け
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
下
駄
箱
は
、
そ
の
間
伐
材
を
使
用
し
て
製
作
し
ま
し
た
。

春
先
に
ス
ギ
の
間
伐
材
を
中
野
市
内
の
中
澤
木
材
さ
ん
に
納
品
し
て
、
製
材
、
乾
燥
、
モ

ル
ダ
ー
加
工
さ
れ
、
下
駄
箱
へ
と
組
上
げ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
発
注
は
、
間
伐
事
業
と
も
日
程
が
合
い
ま
し
た
の
で
、
地
元
中
野
市
豊
田
地
区
の

木
材
で
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
校
、
中
学
校
と
子
供
達
に
長
い
期
間
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
愛
着
を
持
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

下
駄
箱
製
作
に
あ
た
っ
て
、
子
供
達
が
直
接
参
加
す
る
機
会
を
と
い
う
こ
と
で
、
棚
板

張
り
を
８
月
に
企
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
急
遽
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

棚
板
張
り
に
あ
た
り
、
７
月
に
豊
井
・
永
田
の
両
小
学
校
の
４
～
６
年
生
に
間
伐
作
業

か
ら
製
材
ま
で
の
事
前
学
習
を
し
ま
し
た
の
で
、
何
か
子
供
た
ち
の
記
念
に
残
し
て
や
り

た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
両
小
学
校
で
棚
板
へ
の
焼
印
押
し
を
行
い
ま
し
た
。

子
供
達
も
、
こ
れ
か
ら
自
身
が
使
う
こ
と
に
な
る
下
駄
箱
製
作
に
参
加
で
き
た
こ
と
を

楽
し
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。

こ
の
事
前
学
習
と
焼
印
押
し
に
つ
い
て
は
、
両
校
と
も
に
テ
レ
ビ
信
州
さ
ん
の
取
材
を

受
け
ま
し
て
、「
24
時
間
テ
レ
ビ
」
の
中
で
県
内
向
け
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
テ

レ
ビ
信
州
の
伝
え
よ
う
里
山
も
の
が
た
り
」
で
も
２
回
に
亘
っ
て
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

閉
校
と
な
る
両
校
の
思
い
出
の
一
つ
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

中
野
市
豊
田
小
学
校
・
中
学
校
に
下
駄
箱
を
納
品

閉
校
と
な
る
両
小
学
校
の
思
い
出
に

・
・
・
24
時
間
テ
レ
ビ
で
も
放
送
さ
れ
る
・
・
・

小学校新校舎の木製下駄箱

事前学習の様子

中学校新校舎の木製下駄箱

焼印押しの様子
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北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
は
、「
人
と
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
総
合
公
園
で

平
成
３
年
５
月
１
日
に
開
園
以
来
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
利
用
者
に
親
し
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

公
園
内
の
施
設
に
は
、
温
室
・
昆
虫
館
、
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
（
５
４
６
ｍ
）、
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
（
36
ホ
ー
ル
）、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
５
区
画
）、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
７
、０
０
０
㎡
）、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）、
冒
険
の
丘
（
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

遊
具
13
種
）、
こ
ど
も
の
国
（
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
、
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
）、

遊
歩
道
等
が
あ
り
、
特
に
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
は
夏
休
み
期
間
中
と
も
な
れ
ば
乗
り
場
に

は
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

総
面
積
は
18
㏊
、
営
業
期
間
は
４
月
か
ら
11
月
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
ま
し
て
は
、５
月
に
「
新
緑
ま
つ
り
」
を
10
月
に
は
「
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
軽
食
の
販
売
や
花
苗
の
無
料
配
布
等
を
開
催
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
冬
期
間
に
は
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー

乗
り
場
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り
つ
け

を
行
い
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
北
信
州
森
林
組
合
の
お
力
添

え
を
賜
り
中
野
市
街
地
が
一
望
で
き
る
「
展

望
テ
ラ
ス
」
を
市
立
博
物
館
駐
車
場
東
側

に
整
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
是
非

一
度
眺
望
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
後
と
も
桜
の
木
の
植
栽
や
遊
具
の
整

備
な
ど
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園　
　

支
配
人　
　

斉
藤　

武
美

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローラーすべり台(無料) 

バスケットゴール(無料) 

こどもの国 

ヘラクレスオオカブトムシ 

昆虫館(有料) 

大人気の 

サマーボブスレー(有料) 

オートキャンプ場(有料) 

多目的グラウンド(有料) 

キックボード(有料) 

こどもの国 

博物館と 

マリーゴールド 

バーベキューも出来る 

ディキャンプ場(有料) 

マレットゴルフ(有料) 

桜満開 

バッテリーカー(有料) 

こどもの国 

フィールドアスレチック(無料) 

冒険の丘 

昆虫館と菜の花 

家族で楽しめるハイキング、ウオーキング、バーベキュー、森林浴に！ 北信濃ふるさとの森文化公園 

昆虫館とカンナの花 

ニジイロクワガタ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローラーすべり台(無料) 

バスケットゴール(無料) 

こどもの国 

ヘラクレスオオカブトムシ 

昆虫館(有料) 

大人気の 

サマーボブスレー(有料) 

オートキャンプ場(有料) 

多目的グラウンド(有料) 

キックボード(有料) 

こどもの国 

博物館と 

マリーゴールド 

バーベキューも出来る 

ディキャンプ場(有料) 

マレットゴルフ(有料) 

桜満開 

バッテリーカー(有料) 

こどもの国 

フィールドアスレチック(無料) 

冒険の丘 

昆虫館と菜の花 

家族で楽しめるハイキング、ウオーキング、バーベキュー、森林浴に！ 北信濃ふるさとの森文化公園 

昆虫館とカンナの花 

ニジイロクワガタ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローラーすべり台(無料) 

バスケットゴール(無料) 

こどもの国 

ヘラクレスオオカブトムシ 

昆虫館(有料) 

大人気の 

サマーボブスレー(有料) 

オートキャンプ場(有料) 

多目的グラウンド(有料) 

キックボード(有料) 

こどもの国 

博物館と 

マリーゴールド 

バーベキューも出来る 

ディキャンプ場(有料) 

マレットゴルフ(有料) 

桜満開 

バッテリーカー(有料) 

こどもの国 

フィールドアスレチック(無料) 

冒険の丘 

昆虫館と菜の花 

家族で楽しめるハイキング、ウオーキング、バーベキュー、森林浴に！ 北信濃ふるさとの森文化公園 

昆虫館とカンナの花 

ニジイロクワガタ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローラーすべり台(無料) 

バスケットゴール(無料) 

こどもの国 

ヘラクレスオオカブトムシ 

昆虫館(有料) 

大人気の 

サマーボブスレー(有料) 

オートキャンプ場(有料) 

多目的グラウンド(有料) 

キックボード(有料) 

こどもの国 

博物館と 

マリーゴールド 

バーベキューも出来る 

ディキャンプ場(有料) 

マレットゴルフ(有料) 

桜満開 

バッテリーカー(有料) 

こどもの国 

フィールドアスレチック(無料) 

冒険の丘 

昆虫館と菜の花 

家族で楽しめるハイキング、ウオーキング、バーベキュー、森林浴に！ 北信濃ふるさとの森文化公園 

昆虫館とカンナの花 

ニジイロクワガタ 

　
　
地
域
の
山
林
紹
介
⑯

　
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
（
中
野
市
）
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 〒383-0061 中野市大字壁田938番地1
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 〒389-2255 飯山市大字静間383番地14
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編集後記
今年は、新型コロナ禍で様々なイベントが中止と

なり、当組合でも予定していた行事を取りやめてい
ます。

そんな中で、SDGｓの特集号のような発行になり
ました。テレビなどで、政治家などの胸に色とりどり
の丸いバッチを、皆さんも見たことがあるのではな
いでしょうか。

本号で少しでも関心を持っていただければと思い
ます。

山
ノ
内
町
で
発
見
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
死
骸
か

ら
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
死
骸
２
個
体
と
捕
獲
１
個
体
、

計
３
個
体
か
ら
陽
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
管

内
で
は
初
め
て
の
確
認
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

周
辺
の
信
濃
町
と
高
山
村
で
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、

管
内
へ
の
伝
染
も
時
間
の
問
題
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
山
ノ
内
町
で
の
確
認
と
な
り
ま
し
た
。

管
内
に
は
飯
山
市
の「
北
信
州
み
ゆ
き
ポ
ー
ク
」

と
中
野
市
の
「
神
農
ポ
ー
ク
」
の
養
豚
場
が
あ
り
、

そ
れ
ら
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
養
豚
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

昨
年
、
長
野
県
で
豚
熱
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、

当
組
合
で
は
感
染
防
止
に
万
全
を
期
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

長
野
県
北
信
地
域
振
興
局
林
務
課
か
ら
指
導
を

い
た
だ
い
て
、
入
口
に
は
消
石
灰
を
撒
い
て
自
動

車
の
感
染
防
止
を
し
た
り
、
玄
関
に
は
靴
底
の
消

毒
薬
を
用
意
し
て
、
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
来

所
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
も
対
応
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
は
本
所
だ
け
で
は
な
く
、
飯
山
の

事
務
所
や
、
山
ノ
内
町
の
赤
坂
林
産
事
業
所
（
中

間
土
場
）、
木
島
平
村
の
千
石
造
林
事
業
所
で
も

同
様
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
山
ノ
内
町
で
の
感
染
確
認
を
受
け
ま
し

て
、
よ
り
徹
底
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
山
に
入
り
ま
し
た
ら
、
靴
底
の
土
を

落
し
て
、
里
に
持
ち
帰
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

豚
熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）と
は
、ど
ん
な
病
気
？

Ｃ
Ｓ
Ｆ(C

lassical sw
ine fever)

は
、
Ｃ
Ｓ

Ｆ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
豚
と
イ
ノ
シ
シ
の
病

気
で
す
。
強
い
伝
染
力
と
高
い
致
死
率
が
特
徴
で
、

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
お
い
て
家
畜
伝
染
病
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
発
生
し
た
農
場

で
は
、
飼
養
豚
等
を
対
象
に
防
疫
措
置
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
は
豚
と
イ
ノ
シ
シ
の
病
気
で
す

の
で
、
人
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

感
染
防
止
対
策
と
し
て
は
、
車
に
つ
い
て
は
、

出
入
口
等
に
消
石
灰
を
撒
く
、
靴
底
の
土
は
現
地

で
落
し
、
ま
た
ス
ポ
ン
ジ
等
に
消
毒
液
と
し
て
逆

性
石
鹸
（
パ
コ
マ
５
０
０
倍
希
釈
液
）
を
湿
ら
せ

て
消
毒
し
た
り
、
噴
霧
器
で
靴
底
や
タ
イ
ヤ
に
噴

霧
し
て
防
除
し
ま
す
。

山
に
入
る
方
は
、
必
ず
感
染
防
止
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
の
イ
ノ
シ
シ
見
つ
か
る

山
ノ
内
町
の
山
中
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

長野県ホームページから●：陽性地点

消石灰を撒いて感染防止


